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Abstract 
We investigate the thinking processes of four extracted students as they provide bottom-up-based instructions to 
achieve proactive, interactive, and deep learning in instrumental ensembles. In addition, we analyze the reflections 
of the extracted students using SCAT to clarify how they are transforming their thinking and create diagrams to 
delineate their learning processes. The results showed that the four participants shared the following features. First, 
they were performing self-regulated learning and searching for the practice method and way of thinking that they 
needed in frustration, failure, and task awareness. Second, they were able to develop their own awareness (their 
role, mission in the instrumental ensemble, and so on) through problem-solving and collaborative learning. Third, 
the significance of instrumental ensemble was considered through problem-solving while using past learning and 
creating musical expressions. From these results, the bottom-up-based teaching method in instrumental ensemble 




平成 28 年度 12 月，文部科学大臣の諮問（平成 26 年 11 月）に対する答申の中で中央教育審議会によっ
て「主体的・対話的で深い学び」が提唱された。「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の
学習指導要領等の改善及び必要な方策等について〔答申〕」をふまえ，我が国の音楽科では表現・鑑賞領域
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めのポイント改訂の基本方針」を参考に作成した（表 1 参照）。 
事前調査の結果を表 2・表 3 に示す。これらは，集計したアンケートの肯定的回答（5 と 4 の度数）と否
定的回答（2 と 1 の度数）の比率を正確二項検定（直接確率計算）によって割り出したものである。トッ
プダウン・ベースについては，①A・②A・②B・③C について否定的回答の度数が肯定的回答の度数を上
回り，二項間に有意差が認められた。「ここは f で演奏してください」等の指示的な指導により，学習者の
主体的な姿勢，対話，創造性に 1や 2 が多くついたと考えられる。一方ボトムアップ・ベースについては，













②A 自分たちの考えや思いを深めさせるために，この指導方法は指導者と学習者の「対話」を促している。  
②B 自分たちの考えや思いを深めさせるために，この指導方法は学習者同士の「対話」を促している。  
③A この指導方法は，過去の学び（今回の合奏中に学んだことでも OK）を使用させる場面を含んでいる。  
③B この指導方法は，課題の解決策を考えさせるものである。 
③C この指導方法は，考えや思いをもとに演奏を「創造」する場面を含んでいる。 
５：すごくあてはまる ４：ややあてはまる ３：どちらともいえない ２：あまりあてはまらない １：まったくあてはまらない 
齋藤作成 
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図 1 実践題材に関する指導の手立てと「学びの蓄積シート」 
 






















 このような題材計画を，二つの学校で実践する。H 大学附属X 中学校（3 年生：2 クラス 79 名）は，生
徒の様相や校風が公立学校に近い大学附属学校である。音楽的な能力が他校と比べて高いということはな
い。対象学年は授業で器楽合奏をほとんどしたことがなく，中学校では今回が初めてである。振り返り等




３ 授業を受けた 4 名の抽出生徒 
（1）抽出条件 
 本項では，分析対象となる抽出生徒を選択する。検討の結果，次のような条件で選択する。まず，各校
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以上をふまえて，次の 4 名を抽出生徒として選択した。性格的に似ている部分はあるものの，4 名それ
ぞれが全く別の活動経験・思考過程をたどっている。 
 
























 本研究では抽出生徒の「学びの蓄積シート」を質的に分析する。そのために「SCAT（Steps for Coding and 
Theorization）」を使用し，抽出生徒の思考過程を明らかにする。SCAT はインタビューやアンケート等によ
って得られた言語的データに概念を割り当て，そこから理論を生むという手法である 3 。SCAT を用いる
ことにより，「抽出生徒が授業中にどのような経験をし，どのような成果・課題を生み，何を思った・感じ
たのか」ということについて，重要なキーワードをもとに分析することが可能となる。 

















図 2 SCAT による分析例 







 前節で示した SCAT の手順にしたがい，4 名の抽出生徒の「学びの蓄積シート」を質的に分析した。ま
ず，4 名から創出されたストーリーラインを表 6 に示す。 
 















































抽出生徒 A は，教師との対話によって思考を転換させた例である。A は「ギターのコードを確実におさ
えること」と「周りの音を聴きながら演奏する」ことを課題として挙げ，最終的には双方の解決を達成し
た。その課題解決の要因は，成果と課題のメタ認知のみならず，教師との対話による思考の転換が挙げら
れるだろう。完璧な演奏を志していた A は第 3時で成長の停滞を実感する。そこで教師から「たとえ間違
ってもいいから自信をもって演奏してほしい」という助言を受け取り，発想の転換を行っている。それに
より，課題解決への意識がより強まり，様々な視点から音楽をとらえるようになっている。 
抽出生徒 B は，自己調整学習（self-regulated learning）を継続させた例である。自己調整学習とは，メタ
認知（自己観察）や自己判断・自己反応など，学習者が自己規制の過程をふまえつつ行う学習のことであ
る（Zimmerman, 1986, 1989）。B は当初「出来るようになったことは何もない」と記述するほど自己肯定感





整学習は全ての抽出生にみられたが，抽出生徒 B が顕著に行っていた。 









































図 3-1 抽出生徒 A の思考過程 
















































図 3-2 抽出生徒 B の思考過程 
図 3-3 抽出生徒 C の思考過程 
図 3-4 抽出生徒 D の思考過程 
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註 
1 演奏曲はマイケル・ジャクソン，ライオネル・リッチー作曲の《We are the world》を授業者（研究代表
者）が編曲したものである。 
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